
遠別町総合戦略　事業評価調書

平成２７年度

平成２８年３月



事業概要

いるところ（酪農学園大学・道農業専門学校）

・その他、町の情報発信を通じて、移住施策等を展開中

・行政内部での連携をはじめ、各団体との情報交換に努め対策を考えていく。

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

・後継者の確保対策において、農業について農業委員会を中心に実習生等のＰＲを行って

遠別町　総合戦略事業評価

基
本
情
報

基本目標
事業区分

・継続したＰＲと具体的に後継者の数などを把握し、ピンポイントでの情報発信・事業

の模索が必要。

１－１－１

１）住民や事業者の「やる気」を促す支援体制の充実

①農林漁商業支援事業

〇町の柱となる１次産業等への支援を継続するとともに、後継者確保に資する取組みを行
う。

具体的な
施策・事業

「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション

平成２８年３月７日現在

備
　
考

取組みの
状況

今後の考え
方・取り組
みについて

重要業績
評価指標

関連する
施策・事業

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

農林漁商業後継者　　３人 農林漁商業後継者　　１人



事業概要

・各種事業資金において利子補給を行っている。

備
　
考

・２７年度においては、２件の基金貸付が行った。

＊町振興基金貸付

関連する
施策・事業

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

助成件数（貸付件数）　　　　　３件 助成件数（貸付件数）　　　　　２件

・基金積み増しにより今後も積極的な事業展開への貸付を行い、産業等の振興を図る。

・金利の動きや利子補給制度の状況を見て対応に努めていく。

〇農林漁業や商工業などジャンルを問わず、事業資金借入に伴う利子を一定期間助成する
内容や既存基金の積み増しを行い、積極的な取組みに助成を行う。

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

取組みの
状況

・産業等の振興のため町の振興基金の積み増しを行った。（１億５千万→２億円）

今後の考え
方・取り組
みについて

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション
事業区分

１－１－２

具体的な
施策・事業

１）住民や事業者の「やる気」を促す支援体制の充実

②中小企業等支援事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

取組みの
状況

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

助成件数　　　　　　　　　３件 助成件数　　　　　　　　　１件

今後の考え
方・取り組
みについて

・２７年度においては、１件の起業支援を行った。

・様々な場面で継続して制度のＰＲを行っていく。

１－１－３

具体的な
施策・事業

〇新たに起業する方へ幅広く、柔軟な助成を行う。

１）住民や事業者の「やる気」を促す支援体制の充実

③起業化支援事業

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション
事業区分



事業概要

備
　
考

基本目標 「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション

関連する
施策・事業

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

入込客数　　１０％増 ＊建設後に評価

今後の考え
方・取り組
みについて

・各種設計業務を平成２８年度予算に計上し、２９～３０年度建設に向けた取組みを進め

ている。継続して、道の駅の新しい姿（ソフト・ハード共に）を検討していく。

〇道の駅えんべつ「富士見」のリニューアルに行い、新しい事業展開から町の活性化を目
指す。

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

取組みの
状況

・現在、各団体による道の駅建設検討委員会で総合施設等の検討が進められている。

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

事業区分

１－２－１

具体的な
施策・事業

２）地域資源を活用した「地場産品の開発・事業化」

①道の駅えんべつ「富士見」再生事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

取組みの
状況

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

新規雇用者数　　　１５人 新規雇用者数　　　　０人

今後の考え
方・取り組
みについて

・ふるさと納税の御礼品などの関わりから事業者の情報交換会を開催。

・加工品開発支援業務平成２８年度に予算計上し、もち米を中心とした加工品開発を行い

販路の拡大を目指す。

・販売元を町内業者、製造を町外業者とし製造過程を町に還元してもらい、加工産業を

育てる流れをつくり、雇用の場を生み出す。

１－２－２

具体的な
施策・事業

〇地域資源を活用した新しい加工産業を育て、新しい雇用を生み出す。また、町内関係企
業・団体と連携し地場産品の開発を推進する。

２）地域資源を活用した「地場産品の開発・事業化」

②地場産品開発支援事業

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション
事業区分



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

★地方創生先行型交付金（えんべつＰＲ事業）　＊上乗せ交付

　①ふるさと納税ＰＲパンフレット作成

　③ラインアプリケーションＰＲページ開発

　　　＊交付金事業による重要業績評価指標　　ふるさと納税件数　３，０００件増加

　②ふるさと納税管理システム導入

　　　　　　年平均　３，０００件

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

ふるさと納税寄付件数 ふるさと納税寄付件数

８，１９６件

今後の考え
方・取り組
みについて

・積極的なＰＲを継続し、寄付件数を増やす。

２）地域資源を活用した「地場産品の開発・事業化」

〇ふるさと納税を積極的にＰＲし、遠別ブランドを全国へ展開することで地域産業の拡大
を目指す。

③ふるさと納税推進事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

取組みの
状況

・２月末現在、約１億２千５百万円　８，１９６件の寄附の状況。

・ふるさと納税の御礼品などの関わりから事業者の情報交換会を開催。

・地域産業の拡大をめざし、寄附増加を図って行く。

★特産品販売等業務として平成２８年度予算計上し、町内事業者間の情報交換を推進する

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション
事業区分

１－２－３

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

建設助成戸数　３０戸 ＊平成２７年度は実施無し

今後の考え
方・取り組
みについて

３）雇用創出と連動する「すまい」を整える

〇民間集合住宅の建設を促進することで、住環境の向上を図る。

①民間集合住宅建設助成事業

・戸当たり上限５百万（３／４以内）、合計８戸　４千万を平成２８年度予算計上

・継続して留萌振興局と事業実施に向け調整を進める。

取組みの
状況

・事業実施に向け、事業者のバンク制度の創設を北海道（留萌振興局）へ提案）

・現在、留萌振興局と事業実施に向け調整中

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション
事業区分

１－３－１

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

空き家バンク登録件数　　　　５件 空き家バンク登録件数　　　　１件

今後の考え
方・取り組
みについて

３）雇用創出と連動する「すまい」を整える

〇空き家バンクの登録を促進するとともに、空き家対策に係る費用の助成を行う。

②空き家対策事業

・２８年度も継続して調査を実施

・調査状況を見極めながら空き家対策の取組みを検討する。

取組みの
状況

・空き家バンクの登録件数は１件（ただし、既に成約）

・空き家の状況について、現在、調査中

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション
事業区分

１－３－２

具体的な
施策・事業



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション
事業区分

１－４－１

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・２７年度は事業制度の検討を行った。

　　②助成内容は１人１泊につき５千円を上限

　　③町内団体等の指導・交流に努める。

３）地域内の消費を拡大し「しごと」を安定する

〇町外からの合宿団体に助成を行い、町内の消費拡大と交流人口の増加を図る。

①合宿のふるさと事業

・平成２８年度予算計上

　【概要】

　　①町内の宿泊施設に２連泊以上し、町外に所在する５人以上で構成する団体

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

合宿利用人数　　　　　１００人 ＊なし

今後の考え
方・取り組
みについて

　　　＊少年団活動、中学校部活動は除く

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

★地方創生先行型交付金（観光振興事業）

　①ひらめオーナーinえんべつ事業補助金

　②北海道フエアin代々木出展補助金

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

　　　＊重要業績評価指標　　前年度より２００人町への入込客数増加

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

入込客数　　　　　５００人増 ＊ヒラメオーナー入込客数　　５００人増

今後の考え
方・取り組
みについて

３）地域内の消費を拡大し「しごと」を安定する

〇観光客の呼び水としてイベントやＰＲ事業を積極的に行う。

②遠別ブランドＰＲ事業

・各イベントでのＰＲをはじめ、観光大使などの事業を行い、地域経済の活力につながる

よう取り組んで行く。

・２８年度は、もち米最北地のＰＲ看板を設置する。

取組みの
状況

・ひらめオーナーをはじめ、東京代々木フエアなどのイベントの参加

・留萌振興局及び近隣自治体と連携し、ホテルオークラで地元食材を使ったＰＲを実施

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション
事業区分

１－４－２

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

★地域消費喚起・生活支援型交付金

　①プレミアム商品券発行事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

商品券利用率　　　１００％ 商品券利用率　　　１００％

今後の考え
方・取り組
みについて

３）地域内の消費を拡大し「しごと」を安定する

○商工業の活性化を推進するため、プレミアム商品券を発行する

③プレミアム商品券発行事業

・２８年度においては、町単独で年１回発行を行う。

取組みの
状況

・２７年度　国の交付金を活用し年２回の発行を行った。

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「ひと主役」の産業・民間事業のイノベーション
事業区分

１－４－３

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

★地方創生先行型交付金（遠別農業高等学校活性化プロジェクト推進業務）

　①遠別農業高等学校活性化プロジェクト推進事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

　　　＊交付金事業による重要業績評価指標　　入学者数　２０人以上

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

ＨＰ記事更新　　年３０回以上 ＨＰ記事更新　　年４１回以上

今後の考え
方・取り組
みについて

１）地域に必要不可欠な道立遠別農業高校の存続

○農業高校の取組みを積極的にＰＲし、生徒確保に努める。

①「遠農物語」ＰＲ事業

・継続した情報発信に努め、内容の充実を図っていく。

取組みの
状況

・８月にＨＰをリニューアルし、農業高校の取組みを発信（アクセス数　日平均100～200)　

・４コマ漫画の作成及び掲載を行い、農業高校への関心を高めるよう工夫

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「別に遠くない」まち、えんべつへ
事業区分

２－１－１

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

★地方創生先行型交付金（遠別農業高等学校活性化プロジェクト推進業務）

　①遠別農業高等学校活性化プロジェクト推進事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

　　　＊交付金事業による重要業績評価指標　　入学者数　２０人以上

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

入学者数　　　１００人 ２７年度出願者数　　　１５人

今後の考え
方・取り組
みについて

１）地域に必要不可欠な道立遠別農業高校の存続

○入学者の助成内容を拡大し、安心して学べる環境を創る。

②入学者等への助成拡大事業

・２８年度は上記のほかに、制服、上靴、作業服、白衣を助成。

取組みの
状況

・２７年度より寮生徒をはじめ、在校生全員の医療費を無料化。

・そのほか、資格取得助成、バス通学助成、寄宿舎助成、海外研修助成なども継続

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「別に遠くない」まち、えんべつへ
事業区分

２－１－２

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

★地方創生先行型交付金（遠別農業高等学校活性化プロジェクト推進業務）

　①遠別農業高等学校活性化プロジェクト推進事業

　　　＊交付金事業による重要業績評価指標　　入学者数　２０人以上

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

農業等町内への就職者数　　３人 ２７年度町内就職者数　　　２人

　①ドローン調査研究事業　　

　　＊交付金事業による重要業績評価指標　　農業等町内への就職者数　　１人

（老人ホーム）

今後の考え
方・取り組
みについて

・２８年度も継続してドローン調査研究を行う（年６回程度）

・校内無線ＬＡＮ・タブレット端末等の導入を行い、ＩＣＴを活用する

具体的な
施策・事業

１）地域に必要不可欠な道立遠別農業高校の存続

○新たにＩＣＴを活用した取組みを行い、「学びたい農業高校」を目指す

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

取組みの
状況

・ドローン調査研究事業として、操作研修を２回実施

③活性化プロジェクト推進事業

★地方創生先行型交付金（上乗せ）

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「別に遠くない」まち、えんべつへ
事業区分

２－１－３



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「別に遠くない」まち、えんべつへ
事業区分

２－２－１

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・インターンシップ事業（町単独）　　１名参加

　インターンシップ事業（道連携）　　６名参加

・お試居住利用者　　９組１３名（８７日）

２）地域の人材確保

○インターンシップ事業などを通じて地方での仕事を体験してもらうことや移住に向けた
お試し居住を推進する。また、町民農園などを活用した「都市農村交流事業」を推進する
と共に地方に住みながら仕事ができる「テレワーク事業」を促進する。

①お試し居住、二地域居住等の推進

・今後もＰＲを行い、移住体験事業を推進していく。

・２８年度は、試行的に簡易なテレワーク事業実施を検討する。

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

移住体験モニター参加者数　　　１０人 モニター事業　　　７名

お試利用者件数　　９件

今後の考え
方・取り組
みについて

　　　＊交付金事業による重要業績評価指標　　移住への具体的な相談件数　　３件

　③えんべつ移住ＰＲ事業

お試し暮らし等利用者件数　　　４０件

備
　
考

関連する
施策・事業

★地方創生先行型交付金（移住促進事業）

　①移住体験モニター事業

　②移住交流推進業務

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「別に遠くない」まち、えんべつへ
事業区分

２－２－２

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・移住推進員の配置行い、お試居住や移住相談、情報発信を行っている。

・ハローワークと連携し遠別の求人情報を町ＨＰに掲載（平成２７年１１月より）

２）地域の人材確保

○移住推進の配置やハローワークと連携したしごと情報の発信など、町の情報提供を積極
的に行い受け入れ体制の整備を行う。

②移住希望者への支援体制

・今後も移住推進員を配置し、丁寧な対応、情報発信に努めていく。

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

移住相談件数　　　　２０件 移住相談件数　　　２件

今後の考え
方・取り組
みについて

　　　＊交付金事業による重要業績評価指標　　移住への具体的な相談件数　　３件

　③えんべつ移住ＰＲ事業

備
　
考

関連する
施策・事業

★地方創生先行型交付金（移住促進事業）

　①移住体験モニター事業

　②移住交流推進業務

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「別に遠くない」まち、えんべつへ
事業区分

２－２－３

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・地域おこし協力隊は、現在２名で活動している（農業分野での支援活動など）

　（平成２８年３月に採用面接　１名実施予定）

２）地域の人材確保

○人材が不足される職種で「地域おこし協力隊」を活用し移住につなげる。

③地域おこし協力隊の活用

・２８年度内に３年間の協力隊活動期間を終える方がいるので、定住できるよう努める

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

移住者数　　　５名 移住者数　　　０名

（地域おこし協力隊）

今後の考え
方・取り組
みについて

（地域おこし協力隊）

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 若い世代の「こころ」を捉える
事業区分

３－１－１

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・総務省「先導的教育クラウドシステム実証事業　協力校」として北海道で遠別町のみが

総務省クラウドを利活用している。

・ＩＣＴ支援としてＮＰＯ法人えんべつ地域おこし協力隊に委託している。

１）「光のまち」えんべつ

〇小中学校でタブレット端末の導入、さらにはＩＣＴ支援員を配置し基礎学力の定着を目
指す。

①ＩＣＴ学校教育情報化推進事業

・総務省事業の協力校として継続して事業に取組み、基礎学力の定着を目指していく。

・学校ＩＣＴ支援を継続して行っていく

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

全国学力テスト全国平均点数 全国学力テスト全国平均点数

＊本年度は達成できていない。

今後の考え
方・取り組
みについて

　　　＊交付金事業による重要業績評価指標　　全国平均点数を目指す

備
　
考

関連する
施策・事業

★地方創生先行型交付金（ＩＣＴ教育推進事業）

　①デジタル教科書導入事業

　②学校教育情報化支援事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 若い世代の「こころ」を捉える
事業区分

３－１－２

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・道の駅えんべつ「富士見」駐車場を対象に設備を設置（開発局）

＊設置場所

　１）役場庁舎

　３）移住交流支援センター

１）「光のまち」えんべつ

〇Wifiアクセスポイントのエリアを設置する。

②「光のエリア」整備事業

・町内で必要と思われる場所には、今後も設備を設置していく

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

設置数　　　３ケ所 設置数　　１ケ所

　２）生涯学習センター図書室

　４）道の駅えんべつ「富士見」駐車場、レストランとんがりかん

今後の考え
方・取り組
みについて

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 若い世代の「こころ」を捉える
事業区分

３－２－１

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・福井県越前市神山小学校との交流（児童受入　参加者数　１０名）

・姉妹都市　カナダ・キャッスルガー市青少年交流（派遣生徒参加者　５名）

２）若い世代を促す交流の場

〇友好都市や姉妹都市との交流事業

①国内、国際交流事業

・福井県越前市神山小学校との交流（派遣）

・姉妹都市　カナダ・キャッスルガー市青少年交流（受入）

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

交流事業参加者数　　　５０人 交流事業参加者数　　１５人

今後の考え
方・取り組
みについて

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 若い世代の「こころ」を捉える
事業区分

３－２－２

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・実施なし

２）若い世代を促す交流の場

〇町の次代を担う各団体青年層の交流事業

①未来創造事業

・29年度からの取組みに向け準備を進める。

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

交流会開催回数　　４年 未実施

今後の考え
方・取り組
みについて

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 若い世代の「こころ」を捉える
事業区分

３－３－１

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・男性11名の参加で札幌圏の女性と交流会を実施。

　（結婚までには至っていない）

３）結婚、出産、子育て支援の環境整備

〇町内単身男性と都市部や地域の女性との交流事業と合わせ、婚活コーディネータへの助
成を行う。

①婚活イベント等事業

・28年度も開催するが「本気度の高い女性選定」を行う。

・町内の単身者等（若い世代）の交流会もあわせて開催する。

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

交流事業参加者数　　　　５０人 交流事業参加者数　　　１１人

　うち婚姻数　　　０組

今後の考え
方・取り組
みについて

　うち婚姻数　　５組

備
　
考

関連する
施策・事業

★地方創生先行型交付金（移住促進事業）

　①単身者交流イベント企画運営業務

　　　＊交付金事業による重要業績評価指標　　移住への具体的な相談件数　　３件

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 若い世代の「こころ」を捉える
事業区分

３－３－２

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・認定こども園「きらり」と併設している子育て支援センターで現状体制で対応している。

３）結婚、出産、子育て支援の環境整備

〇子育て支援に係る情報提供とあわせ、相談員を増やし相談体制の充実を図る。

②子育て支援センター等での相談、情報発信体制の充実

・28年度も引き続き現状の体制で事業実施を図る。

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

相談員　　　１名増 相談員増員なし

今後の考え
方・取り組
みについて

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 若い世代の「こころ」を捉える
事業区分

３－３－３

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・子ども医療費の助成は、農業高校生徒すべてを対象とした

・結婚祝金　７件　／　出産祝金　１３件

・予防接種及び各種検診費用助成事業の実施

３）結婚、出産、子育て支援の環境整備

〇子ども医療費の助成（高校卒業まで）
〇結婚、出産祝金
〇妊婦健診交通費助成事業
〇予防接種及び各種検診費用助成事業
〇幼児センター保育料軽減

③子育て世帯等への助成事業

・28年度も上記事業を継続して行う。

・妊婦健診交通費助成事業を28年度から行う。

・幼児センター保育料は国の制度に準じるが、所得制限は設定しない

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

出生数　　　　８０人（＊５年間） 出生数　　１３人

婚姻数　　　８組

今後の考え
方・取り組
みについて

婚姻数　　　　４５組（＊５年間）

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

学童保育事業施設の整備 ＊既存施設からの変更等はなし

今後の考え
方・取り組
みについて

４）結婚、出産、子育て支援の環境整備

〇利用者数を勘案しながら受け入れ体制の整備を図る

①学童保育事業の充実

・２８年度は２７年度を超える利用者数の見込み

・施設の拡張などの検討は、状況を見ながら行っていく。

取組みの
状況

・平成27年度利用者数　　３２人の利用

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 若い世代の「こころ」を捉える
事業区分

３－３－４

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

利用率　　　３０％ 未実施

今後の考え
方・取り組
みについて

１）住民と職員が「同じ目線」のまちづくり

〇住民の方に有益となる行政サービス活用を推進する。

①行政サービスポイント制導入事業

・30年度からの導入を予定するため、他市町村等の状況を把握する。

取組みの
状況

・未実施

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「遠別がいい」と思えるまちづくり
事業区分

４－１－１

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

防災研修等参加者　　　　　３０％ 防災研修等参加者　　　１０％　

今後の考え
方・取り組
みについて

１）住民と職員が「同じ目線」のまちづくり

〇職員等が地域の一員として自主防災組織活動の一役を担う。

②自主防災組織活動の促進

・２８年度も継続して実施

取組みの
状況

・自主防災組織への活動交付金を交付（訓練及び研修実施　６町内会／２８７人）

　職員も地域の一員として、訓練及び研修に参加

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「遠別がいい」と思えるまちづくり
事業区分

４－１－２

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

　　　　６５歳以上　　３０％

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

高齢者交流の場の利用率 ＊新しい施設建設後検証

今後の考え
方・取り組
みについて

２）地域包括ケア体制の充実

〇高齢者福祉拠点施設を活用し高齢者交流の場を設置すると共に高齢者包括支援エリアで
の身近な支援を推進する。また、医師２名体制の継続や看護師・介護士を確保し安心して
暮らせるまちづくりを推進する。

①高齢者健康コミュニティの展開

・２８～２９年度、役場庁舎隣の福祉センターを解体し、高齢者交流施設（仮称）を建設。

・看護師、介護士の確保に向け、引き続きＰＲ等の取組みを進める。

取組みの
状況

・町内の社会福祉事業者と行政による高齢者福祉対策研究会等で対策を検討

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「遠別がいい」と思えるまちづくり
事業区分

４－２－１

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

セミナー参加者　　　　３０％ セミナー参加者　　　６％

今後の考え
方・取り組
みについて

２）地域包括ケア体制の充実

〇地域で支える意識を醸成するセミナー等の開催

②地域の気運づくり

・地域住民の方が気軽に参加できるセミナー等の開催に努めていく。

取組みの
状況

・家族介護教室などの事業を年５回実施（参加人数　１６３人）

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「遠別がいい」と思えるまちづくり
事業区分

４－２－２

具体的な
施策・事業



事業概要

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

公共施設等総合管理計画の策定 策定の基礎となる固定資産台帳の作成

今後の考え
方・取り組
みについて

３）公共施設の計画的な更新と有効活用

〇長期的な視点をもって、更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行う。

①公共施設等総合管理計画の策定

・２８年度中に公共施設等総合管理計画を策定する

取組みの
状況

・計画策定の基礎となる固定資産台帳の作成を行った。

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「遠別がいい」と思えるまちづくり
事業区分

４－３－１

具体的な
施策・事業



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「遠別がいい」と思えるまちづくり
事業区分

４－３－２

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

＊公共施設等総合管理計画策定後

３）公共施設の計画的な更新と有効活用

〇地域課題に対応した公共施設等の活用を推進する。

②公共施設等の有効活用

・２８年度に公共施設総合管理計画策定

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

公共施設等総合管理計画達成率　　８０％ ＊計画策定後

今後の考え
方・取り組
みについて

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「遠別がいい」と思えるまちづくり
事業区分

４－４－１

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・ふるさと会（東京遠別会）に職員派遣交流として２名参加

４）地域とのつながりを大切にする

〇各地で構成する「ふるさと会（町出身者）」との連携を深める。

①ふるさと会との連携事業

・２８年度も継続して職員派遣交流を実施していく。

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

ふるさと会職員交流参加者数　　１０人 ふるさと会職員交流参加者数　　２人

今後の考え
方・取り組
みについて

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容



事業概要

遠別町　総合戦略事業評価

平成２８年３月７日現在

基
本
情
報

基本目標 「遠別がいい」と思えるまちづくり
事業区分

４－４－２

具体的な
施策・事業

取組みの
状況

・寄附者への情報発信の手法等について検討を行っている。

４）地域とのつながりを大切にする

〇寄附者への町の情報発信、提供などを行い、きっかけづくりを進める。

①ふるさと納税寄附者とのつながり

・御礼品発送時などに一部の御礼品で試行的に実施する。

　（一部の御礼品でオーナー証を発行しているので、道の駅でソフトクリームを無料贈呈

　　することも含む）

重要業績
評価指標

【目標】平成３１年度 【結果】平成２７年度

ふるさと納税寄附者来町者数　　　３０人 ふるさと納税寄附者来町者数　　　０人

今後の考え
方・取り組
みについて

備
　
考

関連する
施策・事業

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容


